
レジメン名：Atezolizumab + Bmab 療法  
 
【適応癌腫】 肝細胞癌 

【1 コースの期間】 21 日     【最大コース数】 - コース 

【催吐性リスク】 最小  

  

 
 

【備考】 

間質性肺炎、重症筋無力症、大腸炎、１型糖尿病、肝障害、甲状腺機能障害、腎障害、副腎障害、血栓塞栓症などに 

 注意が必要。また投与終了後に副作用が発現する可能性もある。 

 ベバシズマブによる血圧上昇、蛋白尿にも注意。 

 クール毎の投与速度 

   初回 ２回目 ３回目 

 テセントリク投与速度 60 分 30 分 30 分 

  アバスチン投与速度  90 分 60 分 30 分 

   

 


